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小さなオペラ『木の匙』は、1組の男女が出会い、結婚してやがて家
族となる過程を、二人のモノローグによって描き出す作品です。古

典的なオペラで題材となるような男女の愛憎劇ではなく、穏やかな日常
風景や、そこから浮かび上がってくる夫婦の心情に焦点を当てます。
　演出家である乃村健一は、モノオペラとミニオペラ『人間の声』『消えた
男の日記』（京都芸術センター、2014）、『魔笛』（伊勢市生涯学習センターいせトピ
ア、2014）、『泥棒とオールドミス』（津リージョンプラザ、2015）、『ラ・ボエーム』
（ロームシアター京都、2017）などで演出の経験を積むなかで、これから若
い世代はどのようなオペラ作品を作っていくべきなのか、と考えるように
なったと言います。貴族が登場したり外国語で歌われたりするオペラは、
確かに今でも観客を惹きつけています。ただ、現代の日本に住む私たち
とは時代設定も言語も異なる作品を、そのまま上演し続けるだけで良い
のか。オペラの手法を踏襲しつつ、現代の感覚を反映した新しい作品を
生み出せないのか―そのような思いから今回の企画が生まれました。
　本作品は、ピアノ・ソプラノ・バリトンというシンプルな編成の日本語
の歌曲から構成されます。寺山修司作詞・中田喜直作曲の歌曲集『木の
匙』に、中田の他の歌曲を組み合わせることで、現代の日本人の感覚に
より近いオペラを作り出すことを試みます。中田喜直は「めだかの学校」
や「小さい秋みつけた」など、私たちに馴染みのある多くの童謡や歌曲を
生み出した作曲家です。どこか懐かしいようなメロディーは、決して現代
だけにフォーカスしたものではない、夫婦に関する普遍的なテーマを内
包していると言えるでしょう。
　人物の心情や時代背景を丁寧に描くことを演出では常に心がけていると
いう乃村。小さなオペラの中にどのような風景を見せてくれるのか、ご期待
ください。

小さなオペラ『木の匙』は、京都芸術センターとの共同で主催する事業を公募する
KAC TRIAL PROJECT / Co-programのカテゴリーA（共同制作）で選出されました。
現在、12月の公演に向け、本企画の発案者であり演出を担当する乃村健一と京都
芸術センターが協働で準備を進めています。

11月の実際の会場でのリハーサルに、アドバイザーとしてオペラ演出家の松本重孝氏にお越し
いただきました。聴きやすい日本語の歌詞で短い歌曲がテンポよく構成されており、オペラ初心
者の方にもおすすめです。 奥村麻衣子（アートコーディネーター）

小さなオペラ『木の匙』 
日時： 12月8日（金）開場18:30 開演19:00 
 10日（日）開場15:30 開演16:00 
会場： 講堂 
演出： 乃村健一　出演：乃村八千代、砂場拓也、武知朋子 
料金： 一般前売3,000円／当日3,500円
 学生前売2,000円／当日2,500円 
主催： 乃村健一、京都芸術センター
※イベント情報（P2）もご覧ください

『子どもと魔法』（津リージョンプラザ、2015）

『American Buffalo』（シアトリカル應典院、2014）

モノオペラ 『人間の声』（京都芸術センター、2014）

Profile

演出◎乃村健一（のむら けんいち）
大阪府出身。京都市立芸術大学美術科彫刻専攻修
了。在学中より「鑑賞者を含む空間そのものを創り出
す」という自身が持つ彫刻の考え方の下、舞台での表
現に携わる。舞台に関わる活動としては主に、オペラ、
バレエ、芝居、コンサートなどの舞台監督、美術、演
出部スタッフをつとめ、演出・演出補としても多くの公
演に参加している。舞台演出については演出家・松本重孝に師事。2015年
には兵庫県立芸術文化センター主催・日本オペラプロジェクト『藤戸』（作曲

尾上和彦、演出・岩田達宗）などで装置・舞台監督を務めた。これまでの演出作
品に『魔笛』『泥棒とオールドミス』『子どもと魔法』『仏陀』などがあり、2017
年9月にはロームシアター京都にて『ラ・ボエーム』の演出を手がけた。現在、
京都市立芸術大学オペラクラス非常勤講師（美術・技術・演出部を担当）、大阪
音楽大学非常勤講師（舞台研究）などを務めるほか、様 な々カンパニーの公
演で美術、演出部、舞台監督、技術サポート等にあたっている。

 

ソプラノ◎乃村八千代（のむら やちよ）
同志社女子大学学芸学部音楽学科演奏専攻声楽コース卒業、
同大学音楽学会《頌啓会》特別専修生修了。京都市立芸術大学
大学院音楽研究科声楽専攻修了。第38回堺市新人演奏会優秀
賞受賞。第14回ノーヴィ国際音楽コンクール声楽部門最高位受
賞。第20回KOBE国際音楽コンクール最優秀賞、兵庫県教育長
賞受賞。第28回宝塚ベガ音楽コンクール第6位。関西歌曲研究
会、日本シューベルト協会に所属。合唱団「葡萄の樹」ボイストレーナー。ノートルダ
ム女学院中学高等学校父母の会コーラスクラブ講師。故川島幸子、高野信子、三井
ツヤ子の各氏に師事。クリアかつ高みのある声質は宗教曲、バロック楽曲等におい
て高い評価を得る。

バリトン◎砂場拓也（すなば たくや）
京都市立芸術大学音楽学部声楽専攻卒業。同大学院音楽研究
科声楽専攻修了。第61回全日本学生音楽コンクール大阪大会
入選、第40回イタリア声楽コンコルソ入選。オペラでは『フィガ
ロの結婚』のフィガロ、『ラ・ボエーム』のマルチェッロ、『椿姫』
のジェルモン、『ウィンザーの陽気な女房たち』のフルート、『ラ
インの黄金』のアルベリヒ等を演じる。歌曲については定評があ
り、特にドイツ歌曲や日本歌曲を得意とし、楽譜に忠実な音楽作りや表現には評価
を得ている。これまでに木川田澄、木川田温子、折江忠道の各氏に師事。びわ湖ホー
ル声楽アンサンブルソロ登録メンバー。

ピアノ◎武知朋子（たけち ともこ）
京都市立堀川音楽高校、京都市立芸術大学音楽学部ピアノ専
攻卒業。 ミュンヘンにてM・シュリューター、カールスルーエにて
W・ヤーンの室内楽マスターコース修了。その他ミラノ、ウィー
ンにおいても研鑽。̓９５友愛ドイツ歌曲コンクールにおいて最優
秀伴奏者賞受賞。̓０３トスティ歌曲国際コンクールにおいてトス
ティ・ピアノ賞受賞。第１７回京都芸術祭において最優秀協演賞
受賞。様 な々ジャンルの音楽家との共演、音楽コンクールにおいて伴奏、創作オペラ
のヨーロッパ公演などアンサンブルピアニストとして活動。
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前に
お申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術
センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブ
サイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

第4回「藝文京展」
公益財団法人京都市芸術文化協会による公募
展。「フォームとフィギュア」をテーマにした、立
体造形分野の入選作品を展示。
会期： 2018年1月13日（土）－2月12日（月・祝）

 10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北・南
主催： 京都市、公益財団法人京都市芸術文化

協会、京都芸術センター

伝統

「不意の味」茶会 ―アートミーツケア学会
大会2017年度総会・大会関連イベント

「不意の味」とは、既存の意味では捉えきれない
微妙なニュアンスや、偶然の出会いへと心身を
開く姿勢をさします。障害のある人との協働によ
る作品・器をこの実験的な茶室の設えとして、コ
トバだけでなく、モノや環境への作法にも着目し
ます。
日時：12月15日（金）

 第1回 16:00－16:30
 第2回 16:45－17:15
 第3回 17:30－18:00
会場： 和室「明倫」
席主： 鷲田清一（京都市立芸術大学理事長・学長、

せんだいメディアテーク館長） ほか
設え： たんぽぽの家、Good Job! センター香芝
監修： 森野彰人（京都市立芸術大学美術学部准教授

／陶磁器）

料金： 500円
申込締切：11月30日（木）

主催・問合せ・申込：アートミーツケア学会 事務局
TEL：0742-43-7055
E-mail：art-care@popo.or.jp

共催：京都市立芸術大学、京都芸術センター

音楽

小さなオペラ『木の匙』
Co-programカテゴリーA（共同制作）採択企画。
夫婦をテーマにした、日本語の歌曲から構成さ
れるオペラ。
日時： 12月8日（金）開場18:30 開演19:00
 10日（日）開場15:30 開演16:00
会場： 講堂
演出： 乃村健一
出演： 乃村八千代、砂場拓也、武知朋子
料金： 一般前売3,000円／当日3,500円
 学生前売2,000円／当日2,500円
主催： 乃村健一、京都芸術センター
※Topic01（P1）もご覧ください

みみききプログラム
共通のテーマは「冬」。音色に耳を傾ける企画

「みみきき（耳利き）プログラム」として三つのイ
ベントをシリーズとしました。

#1 明倫レコード倶楽部 冬の会
日時： 12月16日（土）

 受付14:00 開場14:30 開演15:00
会場： 講堂
講師： いしいしんじ（作家）

曲目： エルヴィス・プレスリー「ラブ・ミー・テン
ダー」、クロード・ソーンヒル楽団「雪のか
けら」、ディヌ・リパッティ「主よ、人の望
みの喜びよ」

料金：500円（1ドリンク付）

#2 素謡の会「鉢木」 
日時： 2018年1月25日（木）

 受付18:00 開場18:30 開演19:00  
会場： 大広間（待合：講堂）

出演： 林宗一郎、味方團、河村晴道、田茂井廣道、
曽和鼓堂、茂山逸平、島田洋海 

待合演出：川㟢仁美（盆栽研究家） 

企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師・観世流

シテ方）

料金： 前売1,500円／当日1,800円 

#3 Kyo×Kyo Today「ウインター＆アレンジ・
セレクション！」
日時： 2018年1月31日（水）

 受付18:00 開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 中野志麻（ヴァイオリン）、片山千津子（ヴァ

イオリン）、小田拓也（ヴィオラ）、渡邉正和
（チェロ）、出原修司（コントラバス）、筒井祥
夫（クラリネット）、中野陽一朗（ファゴット）、
ハラルド・ナエス（トランペット）、中山航介

（パーカッション）

曲目：リスト「愛の夢」第3番、ワルトトィフェル
「スケーターズ・ワルツ」、ドボルザーク
「ユーモレスク」、ロシア民謡「黒い瞳」、
モンティ ヴァイオリンとトランペットのた
めの「チャルダッシュ」 ほか

料金： 一般前売1,800円／当日2,000円
 学生1,000円（前売・当日共）

主催： 京都芸術センター、京都市交響楽団、
京都市

3セット券：一般3,300円／学生2,500円（前売のみ）

半券割引：京都芸術センター窓口でのチケット
購入時、もしくは WEBサイトや電話で予
約し、公演当日に清算される際に、「み
みききプログラム」の他の公演の半券を
お持ちいただいた場合、200円割引しま
す。1回のみ有効

第10回 森悠子のプロペラプロジェクト
～子ども音楽道場～
Co-programカテゴリーC「共同実験」（リサーチ、

レクチャー、ワークショップ）採択企画。森悠子によ
る2日間の音楽教育プログラム。最終日に公開
リハーサルで成果を発表します。
日時： 2018年1月7（日）、8日（月・祝）

 10:30－16:00
　　　［公開リハーサル］
 1月8日（月・祝）開場14:30 開演15:00
会場： 講堂
講師： 森悠子
教材： バッハ／2つのヴァイオリンのための協奏

曲 ニ短調 BWV1043（ドッペルコンチェルト）

料金：［受講料］両日12,000円／1日7,000円
　　　［聴講料］1日1,000円
  ※公開リハーサルは入場無料
対象： ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ・コントラバス

のいずれかの楽器を習っている小・中学生

主催： NPO法人音楽への道CEM、京都芸術セ
ンター

問合せ・申込：NPO法人音楽への道CEM
　TEL：075-351-5004
　E-mail：office@musiccem.org
※Topic03（P4）もご覧ください

ダンス

KAC Performing Arts Program 2017 /
Contemporary Dance 国際共同製作

『RE/PLAY Dance Edit』
繰り返されるポップミュージック、倒れては立ち
上がり、躍りつづけるダンサー達。カンボジア・シ
ンガポール・日本の出演者による国際共同製作。
日時： 11月25日（土）開演19:00
 26日（日）開演15:00
会場： 講堂
演出： 多田淳之介
振付・出演：きたまり、今村達紀、Sheriden 

Newman、Narim Nam、Chanborey 
Soy、Aokid、斉藤綾子、吉田燦

料金： 一般前売2,000円／当日2,500円
 U25割引1,000円（前売のみ）

［関連企画］
批評プログラム「〈批評〉をRE/PLAYする」

『RE/PLAY Dance Edit』上演後に、公募した批
評執筆者と行うディスカッション。
日時： 11月26日（日）17:00－19:00
会場： 和室「明倫」
ナビゲーター：藤原ちから（批評家・編集者）

料金： 無料
定員： 20名（先着順）

主催： 京都芸術センター、NPO法人Offsite 
Dance Project、RE/PLAY Dance Edit 
実行委員会

演劇

演劇計画Ⅱ ─戯曲創作─
「S/F ─到来しない未来」 KAC S/F Lab.
オープンラボvol.4

「計画と構想―松原俊太郎」
第一稿が公開中の新作戯曲『カオラマ』につい
て、その創作のモチーフやヴィジョンを作者自
身が語ります。
日時： 12月15日（金）18:30－20:30
会場： フリースペース
登壇： 松原俊太郎ほか
料金： 無料

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ。（参加無料）

このしたやみ「ロシア文学を読む6」
名前は知っているけれど、実際読んだことはな
いという方の多いロシア文学を演劇的な手法を
用いて読み、体験してみましょう。今回はドスト
エフスキーの『鰐』を読みます。
日時： 12月5日（火）19:00－21:00
会場： 制作室8
定員： 20名
対象：文学に興味のある方、演劇に興味のあ

る方、ロシアに興味のある方

ロスホコス
「ロスホコスと一緒に動いてみよう！ Part2」
普段使わない身体の部分を意識すると意外と
面白いということに気付いてみましょう。
日時： 12月9日（土）18:00－20:00
会場： 制作室7
定員： 12名
※動きやすい服装でお越しください

渡邉野子
「私だけの美しい世界を描く−2017冬」
水で溶ける油絵の具を使い、小さなキャンバス
にあなただけの美しい世界を表現してみましょ
う。絵の経験がなくても大丈夫です。描きたい
テーマを持って来ていただいてもかまいません。
日時： 12月17日（日）14:00－16:00
会場： 制作室2
定員： 14名
料金： 300円(材料費)

※汚れてもよい服装でお越しください
※完成した作品はお持ち帰りいただけます

K ACセレクション

第35回ペトロフピアノ・コンサート
『ピアノ来校100年記念 プレコンサート』
中村大三郎による屏風「ピアノ」のモデルとなっ
た明倫小学校のピアノ（ペトロフ社製）は、1918年
の開校50周年記念に寄贈されたものです。100
年の時を経て受け継がれる暖かな音色をおた
のしみください。
日時： 12月1日（金）開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 河合珠江（ピアノ）

プログラム：ショパン「華麗なる大円舞曲」、リ
スト「ペトラルカのソネット第104番」ほか

料金：1,000円
主催・問合せ：明倫自治連合会、明倫ペトロフの会
　FAX：075-221-4406（長谷川）

ANTIBODIES Collective
『EMPTY TERRITORIES』
インスタレーション、ダンス、音楽を組み合わせ
た回遊型公演。
日時： 12月2日（土）15:00／19:30
 3日（日）15:00
会場：フリースペース ほか
料金：一般前売2,800円／当日3,300円
 U25・学生前売2,500円／当日3,000円
 高校生以下1,000円（前売・当日共）

出演：ケンジル・ビエン、吉川千恵、加藤律、田
路紅瑠美、尾身美苗、斉藤成美、はなも
とゆか×マツキモエ、菊池航、池端美紀

チケット取扱：京都芸術センター、ANTIBODIES 
Collective、ヒト族レコード、Smoke me、ilili

※高校生以下のチケットはANTIBODIES Collective
ウェブサイトのみ取扱

主催・問合せ：ANTIBO HQ.
　TEL：090-8368-6578（代表）

　E-mail：contact@antibo.org

中川裕貴、バンド『対蹠地』
聴くということは此処ではない場所にいける、
その可能性について考えるワンマンコンサート。
日時： 12月12日（火）19:00
 13日（水）14:00／19:00
 14日（木）19:00
会場： 講堂
構成・演出：中川裕貴
作曲・演奏・出演：中川裕貴、バンド
料金： 一般：2,500円
  ※13日（水）14:00の回のみ、昼公演割1,500円
チケット取扱：予約フォーム

https://www.quartet-online.net/ticket/yuki-nakagawa-band-antipode
主催・問合せ：中川裕貴
　E-mail：yukinakagawa.band@gmail.com

ユバチ#3『未明』
明治から昭和を生きた児童文学者、小川未明の
童話を元にした演劇作品。
日時： 2018年1月13日（土）15:00／19:00
 14日（日）14:00
会場： 講堂
演出： ユバチメンバー、田中史明
出演： 飯坂美鶴妃、小倉笑、菅一馬、前田愛美、

柳泰葉
料金： 前売1,800円／当日2,000円
チケット取扱：京都芸術センター、劇研アクター

ズラボ
主催・問合せ：文化庁、NPO法人劇研

制作支援事業

トランク企画『ザ・バラエティーショー』
個性豊かな出演者が、バラエティーに富んだ演
目を即興でお届けする、生ライブショー。
日時： 12月15日（金）19:30
 16日（土）19:30
会場：UrBANGUILD（中京区）

料金：一般前売2,000円／当日2,300円
 学生1,500円、リピーター2,000円
  ※1ドリンクご注文いただきます
問合せ：トランク企画
　TEL：090-5964-2210　　　　　　
　E-mail：trunkkikaku@yahoo.co.jp

第248回市民狂言会
茂山忠三郎、襲名おめでとう！ 公演
日時： 12月8日（金）開場18:30 開演19:00
会場： 京都観世会館（左京区）

演目： 延命袋、文荷、呂蓮、室町歌謡組曲
出演： 茂山千作、あきら、千三郎、千五郎、

忠三郎 ほか
料金： 前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：481-000）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸
術センターにて取扱

主催：京都市

KAC Performing Arts Program 
2017 / Music

『音楽を着る』
現代音楽ファゴット奏者の中川日出鷹と、着
物作家奥野むつみによるコラボレーション企
画。着物や俳句から着想を得た新作の公演。
日時： 2018年3月11日（日）

 開場14:30 開演15:00
会場： 講堂
出演： 中川日出鷹（ファゴット）、ニコラ・ルリブ

（ピアノ）、大西泰徳（チェロ）、奥野
むつみ（着物作家）

料金：一般前売2,000円／当日2,500円
 学生1,500円（前売・当日共）

※12月1日（金）より販売開始

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、
サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業

「冬休み芸術体験教室」参加者募集
写真の教室
日時： 2018年1月5日（金）、6日（土）

 2日連続講座
 ①午前コース 10:30－12:00（小1－小3）

 ②午後コース 14:00－15:30（小4－小6）

会場：フリースペース
講師：木村充宏、小林達也
受講料：無料
定員： 各15名
  ※応募多数の場合は抽選
対象： 小学１年生－小学6年生（両日参加で

きる方）、経験不問
※制作した作品を館内で展示予定
締切： 12月15日（金）〔必着〕

申込方法：往復はがきに、コース名（午前・

午後）、住所、氏名・ふりがな、学校
名・学年、電話番号、保護者名を
明記

アートマネージメント研修プログラム 2017 
～アートプロジェクト編～ 
芸術文化において、創作をサポートする人
材を育成する研修プログラム。今年は「失
敗するアートプロジェクト」をテーマに、ワー
クショップやディスカッションを行います。
日程： 2018年1月15日（月）－20日（土）

受講料：無料
定員： 10名（要事前申込）

※複数回の参加を推奨。申込多数の場合は選
考有

対象： 芸術文化にかかわる事業企画者、
運営者、研究者、または学生

締切：12月17日（日）〔必着〕

※Topic02（P4）もご覧ください

募集要項および応募用紙は、同セン
ターにて配布中。ウェブサイトからも
ダウンロード可。

ロゼッタ 作曲作品公募
Co-programカテゴリーA（共同制作）採択企
画。2018年2月12日（月・祝）、現代音楽アン
サンブル「ロゼッタ」による結成公演『未知の
空間』を開催。音楽表現・音楽鑑賞の両面
において新たなスタイルを試みます。この
演奏会で初演する作品を募集します。
楽器リスト：マンドリン、クラシックギ

ター、サクソフォン（ソプラノ・アルト・

テナー）、左手ピアノ
応募資格：年齢・国籍不問
選考委員：中堀海都（作曲家)、池田萠（作曲家

／2016年度公募採用作曲家)、ロゼッタ
 （橋爪皓佐、有馬圭亮、柴田高明、永田

 参男、日下部任良、佐古季暢子、宮坂直樹）、

 勝冶真美（京都芸術センター プログラ

ムディレクター）

参加料：無料
締切： 11月25日（土）〔必着〕

主催： Rosetta Contemporary Ensemble、 
京都芸術センター

WEB：https://rosetta-music.com/ja/call-for-scores

第4回「藝文京展」
今回は立体造形作品を募集します。限ら
れたスペースの中で、いかに多様な姿・か
たちを表すことができるのか。手元にとど
め、暮らしの空間に愉しさや豊かさをもた
らす、造形美とオリジナリティに富んだ作
品を期待しています。
募集分野：立体造形
テーマ：フォームとフィギュア
応募資格：性別、年齢、国籍、所属、経歴不

問。個人のみ（グループでの応募は不可）

審査員：伊勢信子（立体造形作家、京都市芸

術文化協会評議員）、小清水漸（彫刻

家）、近藤髙弘（陶芸・美術家）、建畠
晢（京都芸術センター館長）、中ハシ克
シゲ（現代美術家）

登録料：5,000円
締切： 11月30日（木）〔必着〕
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［明倫WS］このしたやみ「ロシア文学を読む6」

［KACセレクション］第35回ペトロフ・ピアノコンサート
『ピアノ来校100年記念 プレコンサート』

［KACセレクション］ANTIBODIES Collective
『EMPTY TERRITORIES』

［KACセレクション］中川裕貴、バンド『対蹠地』

［明倫WS］ロスホコス
「ロスホコスと一緒に動いてみよう！ Part2」

［明倫WS］渡邉野子
「私だけの美しい世界を描く－2017冬」

みみききプログラム
#1 明倫レコード倶楽部 冬の会

演劇計画Ⅱ ─戯曲創作─ 「S/F ─到来しない未来」 KAC S/F Lab.
オープンラボvol.4 「計画と構想―松原俊太郎」

［共催］「不意の味」茶会―アートミーツケア学会大会
2017年度総会・大会関連イベント
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電子音楽家／ヴィジュアルアーティストとして国際的
に活躍する池田亮司が「KYOTO EXPERIMENT 京都
国際舞台芸術祭 2017」において発表したのは、完全ア
コースティックなコンサートだった。その様子から振り
返りたい。

スイス・ジュネーヴの打楽器アンサンブルEklekto
によって4部構成で上演された本作。第1部「Body 
Music」は、2名による手拍子と足を踏み鳴らす音、とい
う楽器を使用しない音楽として。第2部「Metal Music 
Ⅰ」はトライアングルを用いたデュエット、続く第3部
「Metal Music Ⅱ」は2台のアンティークシンバルをバ
イオリンの弓で演奏することで高周波を生み出す。ラ
ストの「Metal Music Ⅲ」は4人のパーカッショニストと
12のシンバルが織りなす作品。静寂に包まれたホール
に響くクラップ音は、目を瞑ってみるとグリッチノイズと
して聴こえる瞬間があり、つまりそれは音に対して、視
覚からの情報が大きく作用しているということだ。池田
作品に通底する“圧倒的な視聴覚体験”というものを逆
手にとったような状況とでも言おうか。

打楽器アンサンブルで上演すると聞いて、まず想起し
たのはスティーヴ・ライヒ『ドラミング』だったが、志向とし
ては現代の電子音響～実験音楽の最前線を切り開くワ
ンオートリックス・ポイント・ネヴァーに近い。その一方で

閉校となった小学校での展覧会は、京都市内だけ
でも一体どれほどの数が開催されてきただろうか。日
本とフランスのアーティスト８名が参加したこの展覧会
は、昨年度末に統廃合のなされた小学校を会場に選び
つつ、その歴史にひとつの足跡を残すものであった。

企画者の言によれば、本展は観客の知性や想像力
に働きかける芸術実践、なかでも「見立て」の先駆者と
しての千利休とマルセル・デュシャンへ捧げられている
という。ここで思い起こしたいのは、そもそも学校とい
う空間が、小さな社会として見立てられた場であると
いうことだ。学校では大人社会を模した様々な仕組み
─たとえば生徒会長の「選挙」など─が運用され、
そこでは子どもたちが、ある時は自分自身を大人に見
立てて活動をおこなう。

また廃校の場合は、「見立て」にもうひとつのレイ
ヤーが加わる。それは、すでに教室ではない部屋を、
かつてそこにいた児童の気配も含めて教室として見立
てる想像力が、鑑賞者の側に要請されることである。
以上を踏まえて本展を振り返るならば、それ自体が幾
重にも「見立て」の契機を孕む空間に、いかにして芸術
が働きかけ得るかを真正面から思考する試みであった
と言えよう。

注目に値するのは、京都で学んだ若手たちの存在感
である。井村一登のインスタレーション《mirrorrim》は、
いわゆる「場の記憶」の掘り起こしに留まらず、途方も
ない遠くへと鑑賞者の想像力を導く作品だった。本作

KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2017
池田亮司×Eklekto『music for percussion』
10月24日（火）

ロームシアター京都 サウスホール（京都市左京区）

『見立てと想像力─千利休とマルセル・デュシャン
へのオマージュ展』
10月6日（金）−22日（日）

元淳風小学校（京都市下京区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　12 / 1 ▲ 12 / 31

知覚は研ぎ澄まされ、
問いかけられる

実在と仮象のあわいに
音楽

美術

中谷琢弥

雁木聡

小杉武久が1970年前後に率いた集団即興演奏グルー
プ、タージ・マハル旅行団にある幽玄なトリップ感も獲得
したもの。「Metal Music Ⅲ」における、細かく打ち鳴らさ
れるシンバルの音色が作用しあってメロディが立ち上が
る状態は、恍惚の体験そのものだ。

エレクトロニックとアコースティックという関係性で
考えると、落合陽一（研究者・メディアアーティスト）が唱え
る「デジタルネイチャー」とも共鳴する。すなわち実質

（バーチャル）と物質（マテリアル）、デジタルとフィジカルの
区別がつかない、そう遠くない未来に在る世界だ。で
は現段階における、「アコースティックの可能性」（本作

のプログラムより抜粋）とは？ 人が行うからこその不完全さ
や揺らぎ、だろうか。手を叩けば音が鳴る、金属を叩く
と響く、という純粋さと歓び、だろうか。
「世界を観察せよ、実験を行え、解答を提示するより

も問いかけよ」とは、池田亮司がダムタイプからの影響
として、「全ての作品に採用している、その方法論」と
語ったものだ（池田亮司×ステファン・ロスの記事より。原典は

『artpress2』［n°28、2013年2月発行］）。なるほど、ここにあ
る“観察”と“問いかけ”という行為が、本作でも要となっ
ていると仮定する。ではこの日、目の前で起こってい
た「アコースティックの可能性」とは。それは近々、コン
ピュータでも再現しうるようになる。しかし、と私は（そし

て作品は）問いかける。音を感じて（観察して）、それを音
楽にするのは人なのだから、と。

品では、天井と床から斜めに伸びた円筒が向かい合
い、それぞれの丸い断面には映像が映し出される。会
場である元淳風小学校とデュシャンの故郷を移動する
カプセルをイメージしつつ、地球や日本を俯瞰した衛
星画像から、カーペットの織り目、顕微鏡で見た細菌
に至るまでミクロとマクロを行き来する映像世界は、十
分な視覚的強度を備えていた。

小松千倫《Selpie》は、保健室という展示場所との距
離感の巧みさにおいて、井村とは異なる特質が見て取
れた。この作品は、２歳の頃に小児ガンの手術を受け、
後遺症を患ってきた作者が水泳教室で泳ぐ動画、裸の
上半身を撮影した写真、そして闘病を示唆する薬や水、
衣服などのオブジェから構成されている。かつてこの
保健室を利用した子ども達を、作家の個人史に接続さ
せつつ、その両者が容易に入れ替わりうるような予感
に満ちていた。

こうして本展を眺めるうちに、「見立て」に用いられる
ものと、見立てられる対象との区別の曖昧さが、徐々に
意識されてくる。セシル・アンドリュ《孵化》で提示され
た苗帽子の集団や、宮永愛子《せかいのはかりかた》
における標本ケース入りのナフタリン製の鍵を見ると
き、昔そこにいた子どもや大人、そこにあったものたち
が、たまたま別の形で我々の前に現れているだけかも
しれない、といった感慨も抱きうる。実在と仮象のあわ
いへと鑑賞者を導く本展は、単なる感覚の刺激を逸脱
しえていたと言えるだろう。

なかたに たくや／ライター●初めて行けた京都音博を満喫したり、久々
の子供鉅人の舞台も楽しくて、次はチェルフィッチュ『三月の5日間』リクリ
エーションを心待ちにしながら。

かりき さとし／高等学校教員●関わっていた展覧会企画が終わり、もっぱ
ら「観客」としての感覚を取り戻しつつある今日この頃です。

開演間際に入ったので一番前で観ることになった。周
りを子どもたちに囲まれ、どぎまぎしながら開演を待つ。
舞台では鳥のパペット・ラザーニャが観客に声をかけて
いる。この鳥は、飄 と々今日の天気や昼ご飯のことを尋
ね、前説を始めた。一番前から見上げる俳優たちは、い

こちに変身に必要な大きな手ぬぐいが設えられている。
観客から手ぬぐいを渡された俳優たちは、派手な効果音
とともにパペットへと変身。子ども向けテレビ番組のよう
に人間と対話をする。明瞭な演技、ギミックにあふれた
演出は、一見するとテーマパークのアトラクションとも引
けをとらない。

しかし、この作品は手練れのパフォーマーが繰り広げ
るショーとも違った印象を受けた。『おにぎりパン！』の俳
優たちは予定調和にならないように、観客からリアクショ
ンがあれば安堵し、反応が悪ければ一緒にうろたえる。
そこに大人から何かを与えるような啓蒙的な押しつけが
ましさは感じられない。冒頭どぎまぎした私でも参加で
きたのは、この場所が、子どもと大人の出会いの時間
だったからだ。休日、学内のカフェは多くの人で混みあっ
ていたが、その小さな一角で、彼らは観客と親密感を築
き上げる。子どもたちは俳優の投げかけに軽やかに応
答し、大人はそのリアクションに共感しながら幼かった
自分たちを思い出す。それは、たまたま居合わせた観客
同士で、いまだに曖昧な子どもと大人の境界を確かめる
試みだったともいえる。

つもより大きく感じる。幼い頃に見た芝居もそうだった気
がする。初めて見た舞台は何だっただろうか。

作・演出の渡辺たくみと制作の加藤なつみによる
nidone.worksは、子どもが見られる作品づくりをコンセ
プトにしたユニットだ。今回の『おにぎりパン！』は、大学
の卒業制作の一環だが、これまでのnidone.worksの活
動の延長にある。数多ある子ども向けのパフォーマンス
の中で彼らはどのような作品を創るのか。興味深かった
のは、彼らが子どもを参加させつつも、私のような大人
を含めた場をもゆるやかに作ろうとしていたことだ。

わずか30分の物語はいたってシンプルである。おに
ぎり屋の娘おむすちゃん（井上向日葵）とパン屋の息子
ハッサクくん（山口慶人）が結婚することになった。今日は、
その結婚お祝いパーティー。司会のコムギちゃん（松田ち

はる）がパーティーを始めようとするが、肝心のおむすが
現れない。彼女の父こめ二郎（磯貝優志）に、ハッサクの
妹アンズちゃん（渡部もも）も加わっておむすを探すが、彼
らはふとしたきっかけで、ナンやチャイ、マヨネーズのパ
ペットに変身してしまう妙な癖を持っている。

観客も参加しながら劇は進行する。例えば、席のあち

変身の魔法は解け、おむすちゃんとハッサクくんはぶ
じ再会。終演後、子どもたちは舞台に上がり、装置の裏
側に興味津々だった。今度はやんちゃな子どもたちと格
闘する彼らの姿も見てみたい。自分の中の子ども心をく
すぐられた。 （10月13日18時、15日12時半の回を観劇）

nidone.works『おにぎりパン！』
10月13日（金）−15日（日）

京都造形芸術大学人間館１階カフェ横展示スペース
（京都市左京区）

子どもと大人の出会う場所 

演劇

須川渡 すがわ わたる／大阪大学招へい研究員●『演じる私たち～戦後20年関西
「新劇」の軌跡～』が、大阪大学総合学術博物館で12月22日（金）まで開催
中です。ぜひお越しください。

図書室休室日：12月25日（月）

小松千里《Selpie》　撮影：守屋友樹

撮影：浅野豪

臨時・年末年始休館のお知らせ

期間：12月26日（火）－2018年1月4日（木）
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第10回 森悠子のプロペラプロジェクト
～子ども音楽道場～
Co-program カテゴリーC「共同実験」（リサーチ、レク
チャー、ワークショップ）採択企画。
日時： 2018年1月7（日）、8日（月・祝）10:30－16:00
　　　［公開リハーサル］
 1月8日（月・祝）開場14:30 開演15:00
会場： 講堂
講師： 森悠子
教材： バッハ／2つのヴァイオリンのための協奏曲 ニ短

調 BWV1043（ドッペルコンチェルト）

料金：［受講料］両日12,000円／1日7,000円
　　　［聴講料］1日1,000円
  ※公開リハーサルは入場無料
対象： ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ・コントラバスのいず

れかの楽器を習っている小・中学生
主催：NPO法人音楽への道CEM、京都芸術センター
問合せ・申込：NPO法人音楽への道CEM
　TEL：075-351-5004　E-mail：offi ce@musiccem.org
※イベント情報（P2）もご覧ください

アートマネジメント研修プログラム2017
～アートプロジェクト編～

TO P I C  02

TO P I C  03 TO P I C  04

「アートプロジェクト」と聞いて、みなさんはどの
ようなものを思い浮かべるでしょうか。コラボ

レーションによる制作企画や、ギャラリーや美術館以外
での展覧会、あるいは地域や社会の課題と結びつい
たプロジェクトでしょうか。近年隆盛の芸術祭を連想す
る人もいるかもしれません。広い意味では、そのいず
れもが正解だと言えるでしょう。

とはいえ、多くの「アートプロジェクト」は地域とアー
トの関わりを求めるところで実施されています。主催者
や作家とともに、現場で起こる様 な々事態に対処し、地
域の人々や行政などと地道に調整する必要があります。
しかもその成果として、地域にささやかな状況の変化が
あったとしても、それをプロジェクトの成果として実感し
づらいこともしばしばです。このようなアートプロジェク
トに、わたしたちが期待している「成功」とはどのような
ものなのでしょうか？

今回は「失敗するアートプロジェクト」をテーマに
連続講座を開講します。障がい者と芸術の場に造
詣が深い長津結一郎の概論から始まり、乱立する
プロジェクトを「地域アート」と名指し批評を試みた
藤田直哉の講座、地域と密接に結び付いた芸術
の場であるゲストハウス「ココルーム」（大阪市西成

区）にて上田暇奈代による実地研修、別府・鳥取・東
京等の地域でプロジェクトを手掛けてきたディレク
ター林曉甫による事例紹介を経て、観光のスペシャ
リスト陸奥賢の手ほどきのもと京都の街を実際に歩き、

土地の魅力と課題を探ります。最終日には、アーティス
トの深澤孝史によるワークショップを通して参加者そ
れぞれのプロジェクトへの関わりを再考します。

立場や角度を変えて具体的な事例に触れることで立
体的にプロジェクトを捉え、見過ごしがちな躓きを発見
する視点を養います。また、陥りやすい「失敗」につい
て考察することから、意外なプロジェクトの「成功」の
姿が見えてくるかもしれません。これからアートの現場
に踏み込もうとしている方、もうすでに現場にいるけれ
ど、手ごたえに悩んでいる方など、これからの現場を
担うみなさんの積極的な参加をお待ちしています。

長岡京室内アンサンブルの音楽監督でもあるヴァイ
オリニスト・森悠子は、長年にわたり多くの音楽家

を指導・輩出してきました。プロペラプロジェクトは、森に
よる小中学生を対象とした、2日間集中の弦楽合奏講習
会です。受講する子どもたちは初対面で、年齢も経験も
バラバラです。それぞれの課題に向きあい、そしてお互
いの音を聴きあい、ハーモニーを生みだしていきます。

森は、指導する際、技術の差、年齢による理解力の差
はあっても、プロのオーケストラ団員と同じように子ども
たちに語りかけます。「響きを聴く」ことの大切さや、立ち
方、呼吸、弓使いなどの工夫を教え、曲のイメージを自
分の言葉で語らせたりすることで、子どもたち自身の発
見を促しながら合奏練習は進みます。

最終日に実施する公開リハーサルでは、森とともに課
題曲に取り組む子どもたちの練習をご覧いただけます。
森の独自の指導法はもちろん、彼女の声掛けに反応す
る子供たちの音の変化を聴くことで、観客も自然と耳が
研ぎ澄まされ、弦楽アンサンブルの魅力を再発見する機
会となるはず。音楽や教育に携わる方のみならず、どな
たにも豊かな響きに触れていただける、驚きいっぱいの
プログラムです。

京都芸術センターのアー
ティスト・イン・レジデン

スプログラムでは、次年度に
滞在制作を行うアーティスト
をヴィジュアル・アーツ部門
とパフォーミング・アーツ部
門から隔年で交互に募集し
ています。今年はパフォーミ
ング・アーツ部門より、合計
330件という過去最多の応
募数の中から1名のアーティストを選出しました！
　今回の狭き門をくぐったのは、キプロス出身・ザルツブルク（オーストリア）在住の
作曲家兼指揮者であるマリオス・ヨアンノー・エリア。ダンス・演劇・音楽・その他（ク

ロスジャンル）から成るパフォーミング・アーツ部門ですが、公募プログラムでは、音
楽ジャンルからの招聘は初となります。
　エリアは典型的な音楽や伝統のイメージから解放された自由な発想のもと、世
界各地で精力的に活動しています。モーターバイクを出演者と見立て曲中激しくエ
ンジン音を吹かせるという彼のアプローチは、いかに普段私たちが楽器という固
定観念にとらわれているのか、という刺激に満ちた問いかけと言えるでしょう。
　彼が計画中のプロジェクトは、フィールドレコーディングをベースに京都という
都市のポートレートを作曲するというもの。京都で活動するミュージシャンとの協
働も熱望しています。数々のオペラやオーケストラピースをつくりあげてきた確か
な経験をふまえ、審査会で非常にチャーミングと評された彼のセンスによって織り
なされる新しい京都の情景へ、ぜひご期待ください。

ますますジャンル横断的に広がる芸術文化の現場のなかで、マネジ
メントに取り組んでいく人に向けた研修プログラム。昨年度の「古典
芸能編」に引き続き、本年度は「アートプロジェクト編」を開講します。

弦楽アンサンブルの演奏指導を通じて、子どもたちの可能性を引
き出す森悠子のプロペラプロジェクト。今年度は京都芸術センター
と主催者が共に事業の運営を行う新しいプログラム、Co-program
カテゴリーC（共同実験）採択企画として開催します。

ウェブサイトには最終選考まで進んだ７組のアーティストを紹介しています。ぜひ合わせてチェックしてみてください！
平野春菜（アートコーディネーター）

アートマネジメント研修プログラム2017
～アートプロジェクト編～
日程： 2018年1月15日（月）－20日（土）

会場： 京都芸術センター、ゲストハウスとカフェと庭
 ココルーム（大阪市西成区） ほか
講師： 長津結一郎、藤田直哉、上田暇奈代、林曉甫、

陸奥賢、深澤孝史
受講料：無料（宿泊・WS材料費等の実費は参加者負担）

定員： 10名（要事前申込）

※通し参加を優先。複数回の参加を推奨。申込多数の場合は
選考有

対象： 芸術文化にかかわる事業企画者、運営者、研究者、
または学生

締切：12月17日（日）〔必着〕

※募集情報（P2）もご覧ください

アートマネージメント研修プログラム2016～古典芸能編～のようす

KAC TRIAL PROJECT / Co-program
カテゴリーC「共同実験」（リサーチ、レクチャー、ワークショップ）採択企画

第10回 森悠子のプロペラプロジェクト
～子ども音楽道場～

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2018

パフォーミング・アーツ部門
招聘アーティスト発表！

2020年に向けてこれからますます求められるであろう、アートプロジェクト。や
ることや関わる人の多さに混乱し疲弊しきってしまわないよう、私もこの講座を
通して、成果をあせらず地道に進めていける態度を身に着けたいものです。

谷竜一（アートコーディネーター）

Photo by Nikolas Kostis

短い期間ながら、子どもたちが自分で考え、成長していく姿は見ているだけでも
ドキドキします。森さんの指導に興味がある方は、聴講での参加もオススメです！

谷竜一（アートコーディネーター）

第8回 森悠子のプロペラプロジェクト～子ども音楽道場～のようす（2017年1月）
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月26日から1月4日

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

林勇気
『電源を切ると何も見えなくなる事』

2016年4月5日－5月22日
展覧会カタログ 定価 500円（税込）


